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一般社団法人福岡市薬剤師会
福岡糖尿病地域医療研究会から、下記研修会のご案内が届きましたのでお知らせいたします。

令和６年８月吉日

福岡糖尿病領域薬剤師養成研修会
代表 髙木淳一

中村泰朗

『福岡糖尿病領域薬剤師養成研修会』 開催について
謹啓
時下皆様におかれましては、ますますご清祥のこととご拝察申し上げます。

さて、本年度も福岡糖尿病領域薬剤師養成研修会を開催することになりましたのでご案内申し上げます。
昨今の糖尿病治療において、薬剤師も含めたチーム医療の必要性は最早言うまでもありません。病院・保険薬局の別を問わず、

糖尿病のチーム医療の中で薬剤師は薬剤にかかわる専門職として、そして糖尿病療養指導に携わる者として広範囲な知識を求
められています。ハイリスク薬でもある糖尿病治療薬の服薬指導はもちろん、病態を理解した上での生活指導、患者のセルフケア
の支援など、必要な知識は多領域にわたります。ただ、そのようなニーズを満たす体系的かつ実際に即した糖尿病研修会はこれ
まで福岡ではほとんど開催されていませんでした。
このような背景により、２０１７年に当研修会を開始し、全6回シリーズで開催しています。

第１回～第５回では、糖尿病療養指導の基礎となる病態や食事・運動療法、薬物療法などについて講演会形式で学んでいただき
たいと思い企画しております。最終第６回にはインスリン製剤や血糖自己測定機器に加え、バクスミーなどの糖尿病関連デバイス
の体験や手技指導を実際に行っていただく実技体験講座を予定しております。また、全６回シリーズを受講いただくことでＬＣＤＥ
（福岡糖尿病療養指導士） *の受験資格の１つを満たすことになります。
* 施設長の推薦書：保険薬局の方は本研修会の『講習認定証』と薬局長又は管理薬剤師の推薦書
ご多忙中、大変恐縮ではございますが、是非ご参加いただきますよう何卒宜しくお願い申し上げます。

謹白

第１回（１０月）
１０月 １７日（木）

【座学】糖尿病の病態・診断・治療
◇講師 社会福祉法人恩賜財団済生会

福岡県済生会飯塚嘉穂病院
院長 関口直孝 先生

第４回（１月）
１月 １６日（木）

【座学】薬物療法（経口）とシックデイ
◇講師 福岡山王病院

糖尿病・代謝・内分泌内科部長
平松真祐 先生

第２回（１１月）
１１月 １３日（水）

【座学】糖尿病の合併症と患者心理
◇講師 医療法人松井医仁会

大島眼科病院
内科部長 田代憲司 先生

第５回（２月）
２月 ６ 日（木）

【座学】薬物療法（注射薬）
◇講師 社会保険 稲築病院

副院長 藤井雅一 先生

第３回（１２月）
１２月 ４日（水）

【座学】知っておきたい食事療法・運動療法
◇講師 二田哲博クリニック姪浜

院長 下野 大 先生

第６回（３月）
３月 ８日（土）

【実技体験講座】
（インスリン製剤・GLP-1RA・ＳＭＢＧ機器・
インスリンボール・バクスミー）

福岡糖尿病領域薬剤師養成研修会 開催概要

◇ＬＣＤＥ（福岡糖尿病療養指導士）に関してはこちら ⇒ http://lcde-fukuoka.com/public/index_public.html

※第１回～第５回はハイブリッド形式。第６回は実地研修予定。

※日本薬剤師研修センター認定研修単位各１単位（第１回～第５回）、福岡糖尿病療養指導士認定講座単位各１単位（第１回～第５回）

共催：（一社）福岡市薬剤師会、 福岡地区勤務薬剤師会
福岡糖尿病地域医療研究会、 ㈱アステム

開催時間 ： 第１回～第５回は平日１９時３０分～２１時００分、第６回は土曜日１４時００分～１７時００分
※第３回以降の詳細な日程は現在調整中

開催場所 ： 福岡市薬剤師会館４階講堂（福岡市中央区今泉1－1－1） およびＷＥＢ
対象者 ： 福岡地区勤務薬剤師会会員、福岡市薬剤師会会員、福岡糖尿病療養指導士を目指す方
参加費 ： ５，０００円（6回分を口座振込）
申込方法 ： 右ＵＲＬへアクセス もしくは ＱＲコード読込 ⇒ https://forms.office.com/r/5R2fuBG9aG

募集人数 ： 先着６０名 ※申込み頂いた方に振込先とＷＥＢ視聴用ＵＲＬを送付します。（９月１日受付開始）

【お問い合わせ先】
㈱アステム 092-626-8405 担当：大賀

【注意警告】
①今回、ＬＣＤＥ（福岡糖尿病療養指導士）希望者は、
現地参集（福岡市薬剤師会館）が必須となります。

②単位取得希望者は特にWeb受講は案内状の
開催時間内はZoomを終了させないようにお願いします。
Web接続時間が単位取得の基準だからです。


